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① 位置を測る技術（測位技術）

ICT施工で共通的に利用

・ トータルステーション（ＴＳ）

・ 衛星測位システム（ＧＮＳＳ）

◆ICT（情報化）施工に使われる技術

② 機械施工を効率的に行う技術

・マシンコントロール（ＭＣ）

施工機械の作業装置を自動制御

・マシンガイダンス（ＭＧ）

オペレーターに操作ガイドを表示

③ 品質管理を確実に行う技術

・TS・GNSSを用いた締固め回数管理

機械の位置を取得し規定の施工を確認

④ 出来形管理を効率的に行う技術

・TSを用いた出来形管理

形状計測と出来形のリアルタイム比較
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① 位置を測る技術（測位技術）

(1) トータルステーション（ＴＳ）

・距離と角度を同時に測る測量機器

・３次元空間座標（x,y,z）の算出が可能

(2) 衛星測位システム（ＧＮＳＳ）

・人工衛星を用いて位置を算出するシステム

・運用中のシステムはGPS（米）、GLONASS（露）

計画・準備中なものとしてGalileo（欧）、みちびき

（日）、Compass（中）など

◆ICT施工に使われる技術
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・１台の器械で角度(鉛直角・水平角)と
距離を同時測定できる電子式測距測角
儀のこと。

・測定した角度と距離から未知点の３次
元座標算出ができる。

・測量分野のシステム化に伴い急速に普
及し、様々な機種が市販されている。

◆（１）トータルステーション（ＴＳ）とは
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移動局の単独測位は精度低い 既知点（定置基準局）との相対測位
により精度確保

水平精度１０ｍ 水平精度２～３ｃｍ
鉛直精度３～４ｃｍ
※ RTK-GNSS

◆（２）衛星測位システムとは

※高精度に測位するために測位衛星を5個以上補足する必要がある。
なお衛星測位ではGPS(米)のみの場合5個以上、GPS+GLONASS(露)の場合は6個以上(それぞれ2個以上)が標準とされています。
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基準点設置に関する取り組み

VRS (仮想基準点）

※ 基準点設置コストの低減
※ ＲＴＫよりも若干精度は低い

（ひとまわり程度）

垂直精度の補完

回転レーザーによる補正等

垂直精度１０ｍｍ以内

◆（２）衛星測位システムとは
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② 機械施工を行う技術

(1) マシンコントロール（ＭＣ）

・施工機械の作業装置を自動制御

(2) マシンガイダンス（ＭＧ）

・オペレーターに操作ガイドを表示

◆情報化施工に使われる技術
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・ICT建設機械とは、MC/MG（Machine Contorol system/Machine Guidance system)

ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ/ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・ｼｽﾃﾑを搭載した建設機械。

・建設機械に３次元設計データを取り込み、排土板の機械操作ガイド（MG)、機械自動制御
（MC)を行う。

ICT建設機械の概要

GNSS又はTS

３ 次 元⾃動制御
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ＭＣブルドーザによる敷均し

施工用指標不要 目安（トンボ）減少

オペに頼らず
排土板を自動制御
繰返回数も減少

従来施工

ＴＳ又は
GNSS

設計図を現場に再現

ICT活用施工

指標を目安に施工

仕上がりは、オペレータ
の技量に依存

設計図から指標
（測量ポール等）設置

繰返す

施工後の高さを確認し
オペレータに指示

指標を目安に確認
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従来施工では、許容値以内であるが、ばらつきがある

情報化施工では、設計高に対し一定施工が可能であり、ばら
つきが極めて少なく、管理断面以外も同等の出来形が得られ
る

ＥＬ＋００，００ ＥＬ＋００，００ ＥＬ＋００，００

ＥＬ＋００，００ ＥＬ＋００，００ ＥＬ＋００，００

従来施工

情報化施工

敷均しのラップ部分、材料がほとんど掻
き出されないレベルの精度で施工できる

• 作業の効率化、施工品質確保（信頼性）の向上

オペレータの負担を減らし、工期短縮や省人化へ

仕上げ精度の向上により手戻りの大幅な減少

・垂直精度検測箇所の８０％以上で±１０mm以下 （路盤・MCグレーダー）
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繰返す

設計図から丁張り設置 丁張りを目安に検測

オペレータに
バケット位置
を明示

作業中に基準値内か判る施工用丁張りが減少

従来施工からＩＣＴ施工へ
ＭＧによる掘削、切土

仕上がりは、オペレータ
の技量に依存

丁張りを目安に施工

施工後の出来形を断面
毎計測し基準値内でなけ
れば、オペレータに指示

設計図を現場に再現

従来施工

ＩＣＴ施工
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③ 品質管理を行う技術

(1) TS・GNSSを用いた締固め回数管理

・施工機械の位置を取得し規定施工を把握

④ 出来形管理を行う技術

(2) 施工管理データを搭載したTS出来形管理

・形状計測と設計差分のリアルタイム比較

◆ＩＣＴ施工に使われる技術
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測定 

測定 

測定 

従来施工

施工毎 品質計測
（1000m3毎に１点）

帳票作成

・走行軌跡図
・回数分布図
・・・等

書類は自動作成

ＩＣＴ施工

2回
3回

品質計測不要

締固め回数を自動記録

帳票作成

・盛土施工管理データ
・現場密度試験結果一覧

・・・等

書類を多数作成

・計測結果は記録紙
施工土量に比例し
整理に労力を要する

・計測結果を転記
・品質管理帳票作成
施工土量に比例して増加

施工土量に関わらず一定結果整理は自動

従来施工からＩＣＴ施工へ
盛土の締固め回数管理
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従来施工

ＩＣＴ施工
転圧した箇所が視覚的にリアルタイムで把握できる

従来施工からＩＣＴ施工へ
盛土の締固め回数管理

オペレータの経験と勘頼りの転圧

施工品質の確保 14



出来形管理資料出力

従来施工

情報化施工

２人

３人

計測と同時に記録

計測結果を手簿に記録

記録手間

手簿を表計算ソフト等
へ手入力

転記・入力で
ミス懸念

入力手間

出来形管理資料作成

出来形管理資料作成出来形管理資料作成

出来形管理資料出力

ＴＳから取出したメモ
リー等を用い、パソコ

ンにデータ転送

記録・入力手間・転記ミス
が無くなる

従来施工から情報化施工へ
ＴＳを用いた出来形管理

参考
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従来施工から情報化施工へ（８月以降）
ＭＧによる河道浚渫

丁張りが設置できない、潮位や方角を確認し、アームの目印を頼りに掘削

設計図を現場に再現

○モニターに水中の
バケット位置を表示
○施工箇所の掘削記
録も表示

水中部は黒く濁り不可視、オペレータの技量､経験に依存

潮位や方角等、周
囲を気にせず作業に
集中出来る

勘頼みから確実な施
工へ、空堀や余堀を
減少出来る

従来施工

ＩＣＴ施工

参考
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◆定義

【3DMC･3DMGブルドーザ】

作業装置下端または履帯下面の３次元座標をＴＳまたはＧＮＳＳによる測位から求
め、建設機械本体に搭載するＭＣ・ＭＧ用の３次元設計データと比較した結果で作業
装置の高さや傾きを自動制御（ＭＣ）、またはモニターによりガイダンス（ＭＧ）するブ
ルドーザをいう。

【2DMC･2DMGブルドーザ】

回転レーザーから照射されるレーザー光をブルドーザ作業装置に設置した受光器
で捉えることによって、作業装置高さをレーザー面にあわせて自動制御（ＭＣ）、また
はモニターによりガイダンス（ＭＧ）するブルドーザをいう。

【3DMGバックホウ】

作業装置先端の３次元座標を建設機械本体に搭載する３次元設計データと比較し
、その結果をモニターによりガイダンス（ＭＧ）するバックホウをいう。測位は、バックホ
ウ背面に取り付けたＧＮＳＳアンテナまたはＴＳターゲットとブーム、アーム、バケット、
本体に取り付けた傾斜センサ等の情報から作業装置先端の座標を計算する。

「施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）
H28.3国土交通省」より一部抜粋
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